
次世代産業の育成に向けて
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～金属新素材の製造口加工技術の開発を目指す!～

金 属 新 素 材 研 究 セ ンタ
ー の 取 組 み

兵庫県が兵庫県立大学姫路工学キヤンパス(姫踏市書写)に産

学官連携IPl点「金属新素材研究センター」を今年4月に開設した。

当センターは、中小企業のものづくりを支援する「県立工業技術

センターJのサテライトとして、内閣府と兵庫県による地方創生事

業の支援を受'大整備してきた。

当センターは、医療 航空 宇宙などこれから成長が期待される

分野における新素材の研究 開発を通した地元企業の支援を行

うことを目的に開設された。

また、同時に兵庫県立大学では次世代産業で必要とされる硬

度 ml熱性 l.t細加工性に優れた金属粉末や3D造 形技術の確立

を目指しており、同年7月に開催された当センターの開設記念式

典 セミナーには、地域の企業関係者など当初予定していた2倍と

なる約260名 が参加し、当センターの注目度の高さが伺えた。

「金属新豪材研究センター」外観

電子ビーム型とレーザービーム型の金属用3Dフリンタ
金属3D積 層造形技術は、鋳造や切削カロエ技術では不可能な複

雑な金属3D造 形体の作製が可能であり、次世代の画期的な金属

造形技術として期待されている。

当センターには電子ビーム型とレーザービーム型の2種類の金

属用3Dプ リンタが各1台導入されている。

まず電子ビーム型(多日電機製)は、高真空雰囲気が必要となる

など操作制限があるものの、チタン系含金のように活性で高融点

の金属粉木でも8D造形が可能となる。
一方、レーザービーム型(松浦機械製作所製)は、3D造形と切削

加工を組み合わせたハイブリッドな機種で、電子ビーム型と異な

り、大気中でも3D造形が可能である。

これらプリンタ以外に、金属粉末の作成装置、造形品の表面や

組成を分析する装置など金属新素材開発に必要な一連の装置も

導入されている。担当者に聞くと、「ま女 自分の目で見て、触つて

ほしい。切削では想像できなかつた新たな製品を生み出してほし

い。Jとの期待が寄せられた。

ひょうごメタルベルトコンソーシアムの立ち上げ

当センターは、金属用3Dプ リンタの導入づ舌用に前向きな中小

企業を支援するため、先進技術を持つ企業と連携し、産学連携に

取り組んでいくこととしている。その活動母体となるのが、「ひよう

ごメタルヘルトコンソーシアム」である。(図参照)

当コンソーシアムに入会すると、上記で紹介した設備を実費

負lBのみで優先的に使用ができる。また、最先端の金属造形技

術を用いることで、従来の鋳造や切削加工技術では不可能な複

雑な金属3D造 形体の作製が可能となり、今後成長が期待され

る医療 航空 宇宙産業の先端材料やテバイスの開発に早期か

ら取り組むことができる。現在、ものづくり企業には、技術継承

などの問題が山積するなか、専門的な知識を持つ技術者から技

術指導を受けることで若手技術者の育成に繋がり、産業の発展

にも緊がる利点がある。

なお、第1回目の全体会議として、キックオフ会議を9月 17日

(火)に開催。総会とともに、金属用3Dプ リンタの活用セミナー

や交流会が実施された。
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